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大会 発 表 要 旨zoos.ii.18 『デザイン理論』50/2007

オ ス カ ー ・シ ュ レ ン マ ー 《トリ ア デ ィ ッ ク ・バ レエ 》 考 察

青 木加 苗/京 都市立芸術大学

は じめに

バ ウハウス舞台工房のマイスター,オ スカー ・

シュレンマー(1888-1943)の 《トリアディッ

ク ・バ レエ》(以 下 《TB》)は,一 般 的に造

形美術の文脈か ら語 られ ることが多い。 それ

は舞台工 房が,バ ウハ ウス にお ける様 々な造

形研究の一実験で あるように扱 われているか

らで ある。加えて,同 時代 の多 くの美術運動

において盛んになっていたパ フォーマンスアー

トの一つ と してみな され る場合 もあるが,共

に造形美 術の枠内における視点 としては同 じ

で あると言え る。 しか しその一方 で本作品 は,

演 劇や舞 台表現 の文脈 において も登場す る。

すなわち 《TB》 には,造 形美術 と演劇 ・舞

台表現 の双方 に股 が らせ る特性 があ り,そ れ

を確 かめ る課 題が本作 品には残 されて いる。

それはつ ま り 《TB》 の位置づ けを問 い直す

ことになろ う。

1《 トリアデ ィック ・バ レエ》成立 の契機

シュレンマーが 《TB》 につ なが る作品の

構想 を始 めたのは,1912年 の秋 にまで遡 る。

この年 シュレンマーは,エ ミール ・ジャック ・

ダル クローズの もとで ダ ンスを学んで きた2

人 のダンサー,ア ルベル ト・ブルガー(..,

1970)と エ ルザ ・ヘ ッツェル(1886-1966)

に 出会 う。人 々の関心が生の身体へ と向か っ

ていたこの時代,直 接的 に身体を扱 う舞踊 そ

の ものが大 きな変化を遂げ るが,ク ラシック

バ レエか ら脱皮 した この2人 は,ダ ル クロー

ズの理論 に基づいた リズム と身体運動のメソッ

ドを もとに,《TB》 自体 に大 きな影 響を及

ぼしたと思われる。そ して同 じ年,シ ュ トゥッ

トガル トで は,音 楽史 に名を残す アーノル ド・

シェーンベルク作曲の 『月に憑かれたピエロ』

が初演される。 これは表現主義音楽の一つと

して位置づけられるが,シ ュレンマーはこの

作品に衝撃を受け,日 記に舞台作品の構想を

始めた。 そこには,「月 に憑かれたピエロ』

に触発された結果であろう狂気的な雰囲気 も

うかがえる上,場 面ごとの雰囲気とテーマが

主調色によって区別されている。シュレンマー

は,形 態と色彩のイメージを拠 りどころとし

て,そ れまでの 「物語性」か らの脱却を目指

したのであった。それはバ レエそのものの形

式を,因 習的な枠組みか ら解放 しようとする

ものであった。

2《 トリアディック・バレエ》の構成

舞台の構想 と併行 してシュレンマーは,絵

画においても,対 象を基本的な造形要素へと

還元し,画 面上での構成へとつなげてい く方

法により,独 自の造形言語を獲得する。それ

は画面内に留まらず,画 面外の空間,特 にイ

ンテリア構造とのかかわ りも視野に入れた探

求となる。そして1915年 には,素 朴ながらも,

人間の身体を基本的な造形要素へと分解 ・分

析するような記述を日記に残してお り,絵 画

での展開が舞台上での人間形態にも適用され
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たことがわか る。 実際に,翌1916年 には小規

模な上演が行 われたが,こ の時 の進行な ど詳

しい資料は残っていない。 しか しシュレンマー

自身が,こ れをすでに 《TB》 の部分的な上

演 と呼んでい ることか らも,お そ らく色彩 と

場面 のイメー ジに加え,幾 何学形態への意識

が強 く現れていた と推測 される。

とはいえ,1912年 に始 ま った構想 が 《T

B》 とい う名 で正式 に 日の 目を見 るの は,

1922年9月 を待たねばな らない。 この完成 し

た 《TB》 は,名 前の通 り,黄 色 ・ピンク ・

黒 のイメージを冠 した3幕 構成 にな ってお り,

3人 のダ ンサーが総数18の 衣装 で,衣 装の幾

何学形態 に依拠 した12の ダ ンスを踊 るもの と

なった。発表では この構成 を細 かに辿 った。

3《 トリアデ ィック ・バ レエ》の変化

けれど もこの1922年 の構 成は,次 第 に変化

する。 もと もとは3人 だ けで18の 衣装 があ っ

たが,1926年 の 舞台写 真では9人 も登場 して

いたことがわか り,ま た衣装 の数 も減 って い

る。 このような構成の変更 は,こ の頃か ら少

しずつ始 ま り,1927年 の プ ラン図では3幕 構

成をそれ ぞれ組み立て るというよ りも,全1

幕 を8つ に分 けて いるかの ように変更 されて

いる。 そ して この変化 は1936年 に改訂 され た

《TB》 で決定的 とな るが,こ の1926年 頃か

ら徐 々に,プ ラ ンその ものが,演 じる場や上

演時間に合 わせて,変 更 されていたよ うなの

であ る。

このよ うに,当 初厳密 に 「3」 とい う数字

に基 づいて構成 された 《TB》 は,次 第 に幕

構成か ら離 れ,「3対:ト リアデ ィ ック」 と

いう語の意味を失 って いった。衣装の形態 に

依拠 した運動 は保持 されて いたであ ろうが,

ス トー リー性 に基 づいたこの新 しい構成 は,

身 体運動 における造形性 の探求 よ りも,演 目

と しての ポピュラ リテ ィーへ と傾斜 してい っ

た。 また,以 前 は音楽 に合 わせ た動 きであ っ

たが,新 しい 《T

B》 では,役 それ

ぞれ に楽器 を当て

はめ,そ の動きに

対 応す る音 を効 果

と して用い るよ う

に変更 された。 そ

れは新たな試 みで

はあ ったが,ダ ル

クローズの リズム

理 論か ら離れてい

1927年 のプラ ン

くもので もあ った と言え るだ ろう。

さ いごに:ダ ンスの文脈か ら見て

《TB》 は演劇や舞台 の枠 に登場 す ると冒

頭で述べたが,そ れはむ しろダ ンスの歴史 的

な流 れにお いて,あ る種 の 「例 外的 な」,言

い換え ると後代に繋 が らな い位置づけ として

取 り上げ られている。 こう した位置づけは,

ダ ンスの主流が人間の生 の身体へ還元 されて

い く,原 点回帰 という現代への流 れを鑑 みれ

ば,身 体を覆い隠 して しまう衣装の 《TB》

はまさに逆行する流 れで あると捉え られるか

らで ある。 しか し筆者 はその流れの背景 に 目

を向 けてみたい。 この時代,自 由な人間への

まな ざ しは,当 然の事 なが ら世紀 の変 わ り目

か ら急速 に変化 した時代への警鐘 と軌 を一 に

す る。それ は機械や産業技術の 目覚ま しい発

展 に対峙す る人間存在へ の問 いか けであ って,

シ ュ レンマーの 《TB》 も同じ根を持つ もの

で ある。 これ は身体を扱 うダンスの領域 にお

いて,「 乗 り越え るべ き問題」 なので あ り,

シ ュ レンマーの方法は,そ れが造形的 になれ

ばなるほど,ぎ こちなさを露 に し,人 間存在

の 自 由 さを知 ら しめ て くれ る もの とな る。

《TB》 は,よ り冷静に時代 を見据えなが ら,

お ぼろげにな りつつあ った 「人間」 を奪回 し

よ うとした,広 い動きの中の一つ のあり方 と

して,定 義づ けるべきであろう。
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